
盈科小学校学校便り№１４

令 和 ３ 年 ８ 月 ２ ０ 日

文責 校長 中上一義
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今回の合計は「２」。これを前回の「５７」に加えて、メーターは「５９」になりました。実
は、今号では紹介できなかった分が、まだまだあります。それは次号で紹介しますので、楽しみ
にしていてください。
夏休みも、子どもたちは、それぞれ頑張って、メーターを少しずつ伸ばしました。
２学期も楽しみです。頑張れ、子どもたち！

◇ 2021学童野球交流大会ｽｰﾊﾟｰｼﾞｭﾆｱﾄｰﾅﾒﾝﾄ（8月 8日）
優勝 盈科少年軟式野球クラブ
最優秀選手賞 4年 髙野紫苑さん
に輝きましたので「２」
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夏休み
7月21日（水）～8月31日（火）

＜8月＞
22日（日）：6年PTA活動山笠づくり1
23日（月）：源泉の会
27日（金）：PTA臨時運営委員会
29日（日）：6年PTA活動山笠づくり2

※詳細は別途案内済みです。

＜9月＞
1日（水）：第２学期始業式
3日（金）～5日（日）：夏休み作品展
※ 3日8:00～18:00、4～5日8:00～17:00
6日（月）：PTA支部長会
7日（火）～9日（木）：修学旅行

※↑12月初めに延期します。
21日（火）：運動会総練習
26日（日）：運動会

主な行事予定

※上記の内容は、あくまで現時点で
の予定であり、変更になる場合が
あります。
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ＰＴＡ奉仕作業

8月19日（木）17：30～19：00

※お陰様で中庭、運動場、体育館、校舎周
辺等が、とてもきれいになりました。
保護者の皆様、ありがとうございました。

プールの壁にタッチした指の先で触れたもの！
「あと半分！」、「あと５ｍ、４、３、２、もう少し！」、「やったー！」
泳ぐ様子を固唾をのんで見ていた友達や先生たちの

歓声と大きな拍手が、プールサイドに響き渡ります。
自分の指が２５ｍ先のプールの壁についたことがわ

かって、水から顔を上げた子どもの耳には拍手の音が
聞こえたでしょう。その顔は、少し照れたような、け
れども嬉しそうな、とてもいい表情です。

これは、夏休みに入ってすぐ行った水泳教室の最終日
の記録会における一コマです。

子どもたちの泳力は様々です。現代の子どもたちにとって、海は身近な物ではありません。
さらには、この２年ほどは、コロナの影響もあって、海水浴場等に行くことも減ったのではない
でしょうか。場合によっては、学校の水泳だけが泳ぐ機会という子どももいるかも知れません。
泳ぐ回数が少なければ、なかなか上手にならないことは想像できます。

そのような中で行った水泳教室では、たくさんの職員が、３日間、ほぼマンツーマンの形
で、手や足の動かし方、呼吸の仕方等のコツを教え、実際に泳がせては、「激励叱咤」しなが
ら、指導を繰り返しました。（※正しくは「叱咤激励」なのですが、ここでの指導は、常に激励
が先でしたので、敢えてこう表現しました。）
子どもたちも、その中で、時に弱音を吐きそうになりながらも、頑張って練習し、少しずつ少

しずつ泳ぐ力を伸ばしていきました。そして、迎えたのが、冒頭の場面です。
誰でも、苦手なことはしたくありません。できれば避けたいものです。特に水泳は、技術的

な難しさや、水に対する怖さに加えて、泳力がはっきりと見えるが故の恥ずかしさ等の自尊心
も傷つけようとします。そのため、練習する以前の段階で、尻込みをしたり、練習の途中で止
めてしまったりすることもあるものです。
この子どもたちは、できるようになろうと、苦手な水に立ち向かって、嫌な気持ちやもう止め

たいという気持ちに負けずに、最後まで頑張って練習を続けたのです。

水泳に限らず、何かを身につけるためには、やはりある程度のきつさや困難さを乗り越える
ことは必要です。何も苦労せずに、できなかったことができるようになればいいのですが、多く
のことは、そうはいかないものです。
子どもたちは、そのきつさや困難さを前にあきらめてしまうことも少なくありません。また、メ

ンタル面への配慮が最優先される現代社会では、「決して無理はさせないで欲しい」という声
もあるものです。そのような中では、どれだけ励ましても気持ちは前に向きません。
その結果、あと少しでできるようになるのにと思うところまで来ていながら、身につけられな

いままになってしまうこと、ああもうちょっとでできるようになるのにと残念に思うこともない訳で
はありません。
だからこそ、ここでの子どもたちの頑張りが、とても嬉しかったのです。

この日、２５ｍ先にあったプールの壁にタッチした子どもたちは、その指先で、泳げるように
なったという実感に触れることができました。けれども触れたのは、それだけではありません。
やった、できたという満足感や成就感、いやなことやきついことも頑張れば何とかなるという、
困難を乗り越えようとする前向きな考え方等にも触れることもできたのだと思うのです。
同じような体験を、学校生活のいろいろな場面で、一つでも多く味わわせたいと思います。
それが、将来、子どもたちが、自分の人生をたくましく生きていくためには欠かせないと考

えるからです。

夏休み作品展

１ 日時
9月3日（金） 8：00～18：00

4日（土） 8：00～17：00
5日（日） 8：00～17：00

２ 場所 体育館

※詳細は、既に配布済みの案内文書を
ご確認下さい。

夏休み残り１０日間は、
２学期のスタートに向けての

準備期間に！

長かった夏休みも残り１０日間余り
となりました。
この１０日間は、これまでの夏休み

気分を、少しずつ学校モードに切り替
える期間にしてください。
気持ちを切り替えるためには、まず

は、毎日の生活習慣を、「学校モード」
に戻すことが大事です。
そのためにも、朝、太陽の光を、必

ず浴びることをお勧めします。実はと
ても効果があるのです。
なかなか切り替わらない時は、少々

無理してでも切り替える働きかけをし
てください。
始業式の日、全員で「おはようござ

います」と言うことが、今日の登校日
にみんなで立てた目標です。
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２学期のスタートに向けて、夏休み残り１０日間も、引き続き、
感染予防対策と水の事故・交通事故・声かけ事案等への注意と見守り

をお願いします！

夏休みも、残り１０日間余りとなりましたが、引き続き、子どもたちが安全に過ごすことがで

きるよう、多くの皆様の注意と見守りをお願いします。また、新型コロナウイルス感染症につ

いても、引き続き、感染予防の基本中の基本である、自分でできることを、確実に行う

ことについて、より高い意識を持って、感染予防に取り組むようにしてください。

本日の登校日でも、全校で、そして各学級で、再度指導をしていますが、決して気を緩

めることがないようにお願いします。

なお、万が一、事件や事故、声かけ事案等があった場合や、子どもたちや保護者の皆様

が、感染や濃厚接触者となった場合は、すぐに学校（47-0123）へ、ご連絡ください。

皆様、どうぞよろしくお願いします。

※今年度は、全部で８つ教室にのべ８８名の
子どもたちが参加を希望し、様々な活動にチ
ャレンジしました。
暑い中、参加した子どもの数は、ここまで

で、のべ４９６名になります。間違いなく、
そこには４９６のチャレンジがあったのです。
この頑張りを、２学期につなげたいと思い

ます。子どもたち、よく頑張りました。

※プログラミング教室は、８月２５日に開催
しますので、今号には写真がありません。

＜陸上教室＞
走力を伸ばそうと練習を頑

張っています。走力、体力も
少しずつ伸びてきています。
このがんばりが、秋以降の

自己新記録につながります。

＜水泳教室＞
２５ｍを目指して練習を頑

張りました。みんな真剣に練
習しました。
泳げる距離は、少しずつ伸

び、当初の目標を超えて泳げ
るようになった子もいました。

＜空気でっぽうを作ろう＞
竹を切って、空気でっぽう

の筒と押し出す棒を作りまし
た。最初は上手に飛ばなくて
も、子どもたちはあれこれ自
分なりに工夫して、上手に飛
ぶ空気でっぽうが増えました。

＜消しゴムはんこを作ろう＞
消しゴムを削って作るはん

こは、とても味わいがありま
す。子どもたちも工夫しなが
ら、オリジナルの素敵なはん
こを作りました。

＜書道を学ぼう＞
習字の基礎を学習しながら、

コンクールへの出品作品を完
成させました。子どもたちも
よく集中して、とても美しい、
味わいのある字が書けました。

＜歴史の面白さを学ぼう＞
いくつかの歴史上の出来事

ついて、数々のエピソードを
交えながら、学習しました。
子どもたちは、歴史の学習

の面白さを味わいました。

＜作文の書き方を学ぼう＞
どのような内容にするか、

構想を立てて、文章を考えま
した。がんばって、原稿用紙
３枚分の、コンクールへの出
品作品を完成させました。

８月９日（月） 登校日・平和学習
各学級で、平和について考えました！

今年度の平和についての学習も、体育館での集会形式では
ない形で行いました。
これは、コロナ対策、熱中症対策を考慮したこともありますが、

何より、子どもたちが毎日学習してきた教室で、授業等、いっしょ
に学習してきた先生たちと、それぞれの学年の子どもたちの発達

段階に応じた内容を学習することで、より深く、平和について学ぶ
ことを目指したからです。実際に、各学級では、いろいろな方法
で学習することができました。
この日はもちろんですが、全国戦没者追悼式が行われる、８月

１５日の「戦没者を追悼し平和を祈念する日」までの期間には、
戦争や平和に関する多くの報道等がなされます。それらを通して、
子どもたちにも、いろいろな角度から、平和を守ることについて考
えさせていきたいものです。


